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一
一
一
二
一
一
一
年
（
法
文
①
～
⑩
）
（
以
上
「
専
修
法
学
論
集
」
第
五
九

号
［
一
九
九
三
年
九
月
］
）

二
一
一
一
一
四
年
（
法
文
⑪
～
⑳
）
（
以
上
同
六
○
号
［
一
九
九
四
年
三

月
］
）

三
一
一
一
一
五
年
一
月
～
一
○
月
（
法
文
⑳
～
⑫
）
（
以
上
向
六
一
号

□
九
九
四
年
七
月
二

四
一
二
一
五
年
一
一
月
～
一
一
二
六
年
（
法
文
⑬
～
⑮
）
（
以
上
同
六

一
一
一
号
［
一
九
九
五
年
三
川
］
）

五
一
一
一
一
七
年
～
一
一
一
一
九
年
三
月
（
法
文
⑮
～
⑳
）
（
以
上
「
立
教

法
学
」
第
四
三
号
［
一
九
九
六
年
二
月
］
）

六
三
一
九
年
四
月
～
七
月
（
法
文
⑳
～
⑬
）
（
以
上
何
四
五
号

三
九
九
六
年
九
月
］
）

七
三
一
九
年
七
月
～
一
○
月
（
法
文
⑩
～
⑰
）
（
以
上
同
四
七
号

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
Ｃ
Ｃ
ｑ
の
×
曰
冨
・
ロ
・
の
一
自
巨
⑩
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

〈
史
料
紹
介
〉

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典

⑪ ①
〆、

ﾐノ ○

⑳

⑳皿 ⑳
6０

皿

（
Ｏ
ｏ
Ｑ
の
〆
目
言
。
」
○
の
国
ロ
ロ
の
）
（
一
九
）

○⑩ ⑫
⑯

□
九
九
七
年
七
月
二

八
一
一
一
一
九
年
一
一
月
～
一
一
一
二
○
年
一
一
月
（
法
文
⑩
～
⑪
）
（
以

上
向
五
○
号
□
九
九
八
年
七
月
］
）

九
一
一
一
一
一
○
年
二
月
～
一
一
一
二
一
年
一
月
（
法
文
⑭
～
⑪
）
（
以
上

何
五
三
号
［
一
九
九
九
年
七
月
］
）

一
○
三
一
一
一
年
一
一
月
～
八
月
（
法
文
⑪
～
⑰
）
（
以
上
同
五
六
号

［
二
○
○
○
年
八
月
］
）

一
一
一
一
一
二
一
年
八
月
～
一
二
一
一
一
一
一
年
四
月
（
法
文
⑪
～
⑯
）
（
以
上

Ｍ
五
八
号
［
二
○
○
一
年
七
月
］
）

一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
年
五
月
～
一
一
一
二
五
年
六
月
（
法
文
⑰
～
⑳
）
（
以
上

「
法
政
史
学
」
第
五
七
号
［
二
○
○
一
一
年
三
月
］
）

一
一
二
一
一
一
一
一
五
年
六
月
～
一
一
一
一
一
六
年
三
月
（
法
文
⑳
～
⑳
）
（
以
上

同
五
九
号
［
二
○
○
一
一
一
年
三
月
］
）

○

〆、

ヒノ

○

、
ノ

ア
ヒ

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会

（
代
表
後
藤
篤
子
）

〆、

ﾐノ ○

○

○

⑰

（６）七
七

⑩ ⑥ ⑩
⑩

⑳ ⑳ 0１１６ ⑪
⑩
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⑳
第
八
巻
第
一
二
章
第
五
法
文

Ｍ
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヒ
ス
パ
ー
ニ
ァ
諸
州

（
１
）

の
総
監
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
に
〈
一
旦
示
す
〉
。

（
２
）

公
文
書
に
よ
る
証
明
を
経
る
形
で
贈
与
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

（
３
）

と
、
我
ら
は
以
前
既
に
付
与
し
た
法
に
よ
っ
て
定
め
た
。
こ
の
こ
と

’
四
一
一
一
一
一
六
年
一
一
一
月
～
七
月
（
法
文
⑳
～
⑳
）
（
以
上
向
六
一
一
号

［
二
○
○
四
年
九
Ｎ
己

一
五
三
一
一
六
年
八
月
～
’
一
三
七
年
一
一
一
月
（
法
文
⑳
～
⑳
）
（
以
上

何
六
四
号
［
一
一
○
○
五
年
九
月
］
）

一
六
一
一
一
一
一
七
年
四
月
～
一
一
一
二
九
年
一
一
月
（
法
文
⑳
～
⑳
）
（
以

上
向
六
六
号
［
二
○
○
六
年
九
月
］
）

一
七
一
二
一
一
一
○
年
二
月
～
一
一
一
一
一
一
一
年
八
月
（
法
文
⑳
～
⑳
）
（
以
上

同
六
八
号
［
二
○
○
七
年
九
月
］
）

一
八
一
二
三
一
年
一
○
月
～
一
一
一
一
二
一
一
一
年
四
月
（
法
文
⑳
～
⑯
）
（
以

ｔ
Ｍ
七
○
号
［
一
一
○
○
八
年
九
Ⅱ
］
）

一
九
一
一
一
一
二
一
一
一
年
五
月
～
一
一
一
一
一
一
四
年
一
二
月
（
法
文
⑪
～
⑳
）
（
以

上
本
誌
）

承
前

法
政
史
学
第
七
十
二
号

は
と
り
わ
け
縁
者
た
ち
及
び
極
め
て
親
密
な
関
係
に
あ
る
者
た
ち
の

問
で
遵
守
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
家
の
中
で
の
秘
密
裡

の
不
正
行
為
に
よ
っ
て
、
〈
贈
与
の
〉
取
り
決
め
が
し
や
す
い
状
況

に
乗
じ
て
、
い
か
な
る
こ
と
で
も
容
易
に
提
造
さ
れ
た
り
、
実
際
に

な
さ
れ
た
こ
と
が
取
り
消
さ
れ
た
り
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ

ゆ
え
、
卑
属
と
尊
属
さ
え
も
我
等
の
法
は
公
文
書
の
作
成
〈
義
務
〉

か
ら
除
外
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
贈
与
が
公
文
書
に
記
載
さ
れ

る
形
で
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
我
等
が
以
前
既
に
義
務
と
し

（
３
）

て
定
め
た
こ
と
が
す
べ
て
の
人
々
に
適
用
さ
れ
る
べ
し
。
た
だ
し
、

卑
属
と
尊
属
を
保
護
す
る
法
の
特
権
は
保
た
れ
る
こ
と
、
す
な
わ

（
４
）

ち
、
引
渡
や
握
取
行
為
の
要
式
性
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五

月
四
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。

（
１
）
の
①
ぐ
の
日
の
．
一
一
一
一
一
一
三
～
一
一
一
一
一
一
五
年
に
ヒ
ス
パ
ー
ニ
ァ
諸
州
の
総
監
を

務
め
た
人
物
。
四
記
向
・
一
》
Ｐ
田
］
（
の
向
く
ロ
幻
二
の
←
）
は
三
二
五
～
一
一
一

二
六
年
に
ロ
ー
マ
市
長
官
を
務
め
た
の
の
ぐ
の
日
の
（
法
文
⑯
註
（
１
）

参
照
）
の
息
子
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

（
２
）
：
白
・
贈
与
行
為
に
際
し
て
記
録
さ
れ
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
は
、

法
文
⑯
（
お
よ
び
そ
の
抜
粋
元
と
な
っ
た
法
文
を
収
録
し
て
い
る

七
八
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。
属
冨
ミ
ミ
舂
言
§
＆
暖
①
）
で
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は

賄
与
全
般
に
際
し
て
、
対
象
物
・
人
の
名
前
を
文
書
に
記
載
し
、
そ

れ
を
州
総
督
な
い
し
都
市
政
務
官
の
も
と
に
記
録
す
る
よ
う
命
じ
て

い
る
。
蚕
⑫
①
【
》
□
。
②
ご
ミ
身
ミ
コ
ミ
鳶
ｓ
三
（
法
文
⑮
註
（
２
）
所

引
）
・
弓
・
囚
］
一
口
の
○
｛
・
》
岩
←
｛
・
は
こ
の
措
置
を
贈
与
に
関
す
る
抜
本
的
な

新
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
３
）
の
Ｃ
＆
Ｃ
可
①
目
の
》
＆
ず
」
・
は
、
三
一
六
年
に
出
さ
れ
た
法
文
⑯
な
い

し
法
文
⑱
の
ど
ち
ら
か
が
含
意
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
す
る
。
さ

て
、
当
該
法
文
発
布
に
ま
つ
わ
る
総
緯
を
⑦
。
ｇ
・
可
の
Ｓ
ｍ
は
以
下
の

よ
う
に
推
論
す
る
。
法
文
⑯
、
⑱
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
賄
与
が
な

さ
れ
る
際
に
は
、
そ
れ
が
公
文
書
に
記
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
原
則
が
政
府
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
三
一
九
年
の

法
文
⑩
で
卑
属
・
尊
属
問
の
贈
与
に
際
し
て
引
渡
や
握
取
行
為
の
要

式
性
が
免
除
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
卑
属
・
尊
属
間
の
賄
与
に
つ

い
て
は
公
文
書
作
成
の
義
務
も
免
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
念
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ー

ヌ
ス
帝
は
「
卑
属
と
尊
属
さ
え
も
我
等
の
法
は
公
文
書
の
作
成
〈
義

務
〉
か
ら
除
外
す
る
も
の
で
は
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
公
文
書
作

成
の
原
則
が
卑
属
・
尊
偶
間
贈
り
に
つ
い
て
も
守
ら
れ
る
よ
う
こ
の

法
文
で
改
め
て
確
認
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
４
）
引
渡
と
握
取
行
為
に
つ
い
て
は
法
文
⑩
お
よ
び
そ
の
註
（
４
）
を

参
照
。

テ
ォ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
Ｃ
ａ
の
〆
Ｂ
す
の
Ｃ
Ｑ
。
⑫
一
ｍ
目
⑭
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
と
副
帝
が
ヒ
ス
パ
ー
ニ

（
１
）

ァ
諸
州
の
総
監
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
に
〈
宣
示
す
〉
・

相
矛
盾
し
、
互
い
に
そ
の
信
頼
性
を
損
な
い
あ
っ
て
い
る
文
書

（
２
）

が
、
一
方
当
事
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
場
〈
口
、
そ
れ
ら
は
何
ら
の
効
，
刀

（
３
）

‘
も
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五

月
四
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。

⑳
第
二
巻
第
三
九
章
第
二
法
文

（
１
）
の
２
①
日
の
．
前
掲
法
文
⑪
註
（
１
）
参
照
。

（
２
）
四
｝
（
の
【
：
閂
の
．
⑦
○
二
○
可
の
目
の
．
且
ゴ
・
一
・
は
、
四
一
〔
の
［
：
胃
の
と
い
う
一
一
一
一
口
葉

を
「
原
告
・
被
告
双
方
」
の
意
味
に
解
釈
す
る
学
者
た
ち
に
対
し

て
、
。
方
当
事
者
」
の
意
味
に
解
釈
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と

提
唱
し
、
名
宛
人
。
Ⅱ
付
か
ら
本
来
Ⅲ
｜
の
法
を
形
成
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
法
文
⑩
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
次
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ

が
想
定
で
き
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
当
事
者
が
地
所
を
請
求

す
る
と
き
に
、
当
初
は
そ
の
地
所
が
自
分
に
贈
与
さ
れ
た
こ
と
を
文

書
で
主
張
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
れ
に
引
渡
や
握
取
行
為
と
い
っ
た

要
式
性
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
相
手
方
に
指
摘
さ
れ
る
と
、
一
転
し

て
そ
の
地
所
が
売
却
さ
れ
た
こ
と
を
文
書
に
よ
っ
て
証
明
し
よ
う
と

七
九
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⑯
第
八
巻
第
一
章
第
三
法
文

同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
マ
ー
ク
シ

（
１
）

ム
ス
に
〈
宣
示
す
〉
。

（
２
）

公
益
が
促
す
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
兵
糧
係
と
筆
記
補
は
コ
ン
一
ア
イ

（
３
）

キ
オ
ー
ナ
ー
レ
ー
ス
と
す
る
よ
う
我
等
は
〈
叩
ず
る
。
す
な
わ
ち
、

ア
ン
ノ
ー
ナ
（
４
）

現
物
給
与
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
、
査
定
さ
れ
た
者
た
ち
の
カ
ピ
タ
ー

（
５
）

一
ナ
ィ
オ
税
は
免
除
と
さ
れ
る
べ
し
。
そ
れ
ゆ
え
、
賢
明
な
る
貴
官
が

担
淵
部
吋
に
以
下
の
こ
と
を
周
知
せ
よ
。
筆
記
補
に
は
二
倍
の

ア
ン
ノ
１
ナ

ア
ン
ノ
１
十

現
物
給
与
を
、
兵
糧
係
に
は
丁
度
一
倍
の
現
物
給
与
を
す
み
や
か
に

支
給
し
、
彼
ら
の
う
ち
査
定
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
の
み
カ
ピ
タ
ー

し
た
。
そ
こ
で
、
本
法
文
は
こ
う
い
っ
た
試
み
に
用
い
ら
れ
る
文
書

を
無
効
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
原
告
・
被

告
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
対
立
す
る
内
容
の
文
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
相
応
し
い
方
に
信
が
与
え
ら
れ
た
は
ず
だ
と
し
て
、
二
の
日

日
田
を
「
原
告
・
被
告
双
方
」
の
意
味
で
取
る
学
者
た
ち
を
批
判
し

て
も
い
る
。

（
３
）
ロ
・
日
の
円
目
（
・
の
Ｃ
＆
Ｃ
可
の
目
の
『
＆
ず
」
・
は
己
・
〔
①
日
ロ
［
の
形
を
伝
え
る

写
本
を
も
と
に
内
容
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
訳
は
「
何
ら

の
効
力
も
持
つ
べ
き
で
は
な
い
」
と
な
る
。

法
政
史
学
第
七
十
二
号

テ
ィ
オ
税
も
免
除
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
公

務
に
従
事
し
て
い
る
限
り
と
す
る
。
と
い
う
の
も
、
〈
職
務
を
離
れ

た
〉
後
は
、
賞
賛
や
位
階
が
彼
ら
を
顕
彰
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
罪

が
露
見
し
た
な
ら
ば
、
罰
が
伴
う
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五

月
五
日
に
発
布
す
。

（
１
）
三
忌
日
ロ
ｍ
・
国
滝
向
・
一
》
弓
・
＄
量
。
（
ご
津
一
の
己
の
三
目
言
巨
の
全
〉
に
よ

れ
ば
、
一
一
一
二
七
～
三
二
八
年
、
一
一
一
三
二
年
～
一
一
一
一
一
一
一
一
一
年
、
お
よ
び
一
一
一

三
七
年
に
道
長
而
職
を
務
め
た
く
四
一
の
己
⑫
二
目
ヨ
巨
⑫
と
考
え
ら
れ

る
。
彼
の
経
歴
に
つ
い
て
は
法
文
⑲
註
（
１
）
を
参
照
。
ま
た
、
法

文
⑳
、
⑯
、
⑳
、
⑳
、
⑳
、
③
、
⑯
、
⑰
の
名
宛
人
と
同
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
法
文
中
で
の
官
職
名
の
混
乱
に
つ
い
て
は
法
文
⑪

註
（
１
）
お
よ
び
法
文
⑳
註
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）
自
己
。
ご
目
一
の
国
Ｏ
目
皀
・
軍
隊
へ
の
補
給
を
担
当
し
た
と
さ
れ
る

「
兵
糧
係
」
や
「
筆
記
補
」
に
つ
い
て
、
お
よ
び
軍
隊
へ
の
補
給
の

仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
２
）
を
参
照
。
本
法
文
の
規
定

に
基
づ
き
、
筆
記
補
の
方
が
地
位
は
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
８
三
口
目
四
一
①
の
．
こ
の
単
語
は
既
に
法
文
⑳
で
奴
隷
の
①
ａ
と
つ
な

が
る
形
で
登
場
し
て
い
る
。
同
法
文
註
（
３
）
で
も
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
国
①
ロ
ョ
目
已
の
①
臭
①
一
・
ｍ
．
ご
・
［
８
己
一
ｎ
－
Ｃ
ｇ
－
〕
の
］
は
「
人
的
か
つ

永
続
的
に
一
定
の
職
務
の
義
務
を
負
う
者
」
と
い
う
意
味
を
あ
げ
て

い
る
。
四
２
日
目
貝
の
①
民
①
｜
の
説
明
は
必
ず
し
も
奴
隷
に
限
ら
れ
る

八
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（
１
）
□
・
官
房
・
名
宛
人
と
し
て
の
ロ
・
已
巨
の
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註

（
４
）
四
目
・
目
・
ア
ン
ノ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑩
註
（
２
）
、
法
文
⑳

（
１
）
を
参
照
。
こ
れ
ま
で
の
ロ
・
已
巨
の
宛
法
文
（
①
．
②
．
⑳
．

お
よ
び
同
法
文
註
（
５
）
を
参
照
。

⑩
。
⑮
。
⑭
．
⑩
．
⑯
．
⑭
．
⑰
．
⑯
．
⑲
．
⑳
．
⑳
．
⑳
）
で
は

（
５
）
８
冒
昌
◎
・
カ
ピ
タ
ー
テ
ィ
ォ
税
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑥
註
（
１
）

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
０
．
口
の
※
弓
ロ
の
８
．
の
白
目
の
）
（
’
九
）
（
後
藤
）

も
の
で
は
な
く
、
本
法
文
も
こ
の
用
例
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
法
文
⑳
註
（
２
）
で
は
、
一
一
一
三
一
一
一
年
の
こ
と
と
し
て
、
コ
ー
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
兵
糧
係
や
筆
記
補
に
「
８
己
－
９
三
の
叩
の

如
き
官
職
ポ
ス
ト
を
付
与
し
て
、
政
府
の
正
規
ポ
ス
ト
と
し
、
奉
職

中
は
人
頭
税
を
免
除
さ
れ
、
ベ
ル
フ
ェ
ク
テ
ィ
ッ
シ
ミ
ー
級
ロ
ロ
計
の
‐

房
の
一
旦
と
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
」
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、

］
目
①
の
》
［
昂
田
七
・
ｓ
①
で
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
兵
糧

係
や
筆
記
袖
に
「
一
一
一
一
一
一
一
一
一
年
に
初
め
て
８
己
亘
○
三
の
印
の
よ
う
な
何

ら
か
の
公
的
な
地
位
を
与
え
た
が
、
そ
れ
は
政
府
に
よ
る
正
式
な
雇

用
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
必
ず
し
も
官
職
ポ

ス
ト
と
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ペ
ル
フ
ェ
ク

テ
ィ
ッ
シ
ミ
ー
級
と
な
る
に
は
一
○
年
間
の
勤
続
と
い
う
条
件
が
課

さ
れ
て
い
る
他
、
典
拠
と
な
る
法
文
も
異
な
っ
て
い
て
三
一
一
一
一
一
一
年
の

こ
と
で
は
な
い
た
め
、
先
の
説
明
に
は
修
正
が
必
要
で
あ
る
。

他
方
、
の
。
＆
弓
の
Ｓ
ｍ
）
＆
ず
」
・
は
、
本
法
文
と
同
じ
第
八
巻
第
一

章
に
採
録
さ
れ
た
後
代
の
法
文
を
も
と
に
拷
問
に
付
さ
れ
得
る
境
遇

を
示
す
も
の
だ
っ
た
と
解
釈
し
て
お
り
、
本
法
文
の
翌
年
に
発
布
さ

れ
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
に
よ
る
第
四
法
文
（
法
文
⑯
）

の
内
容
が
そ
の
拷
問
を
示
す
と
考
え
て
い
る
。
二
四
国
も
８
己
宣
・
‐

目
一
の
印
を
一
臼
・
ウ
ー
の
の
白
白
の
と
訳
出
し
、
拷
問
に
付
さ
れ
得
る
も
の

だ
っ
た
と
註
を
付
し
て
い
る
。

（
１
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
プ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
〈
首
都
〉
住
民
に

〈
宣
示
す
〉
。

（９】）

我
等
は
神
と
な
っ
た
諸
帝
に
よ
る
か
つ
て
の
恩
恵
を
確
認
し
て
、

医
師
お
よ
び
諸
学
芸
の
教
師
た
ち
は
、
さ
ら
に
彼
ら
の
妻
や
息
子
ら

ム
ネ
ラ

も
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
役
ｎ
口
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
公
共
の
負
担
を
免
れ
る

ミ
ー
リ
テ
ィ
ア

こ
と
を
命
じ
る
。
す
な
わ
十
つ
、
こ
の
者
ら
は
国
家
公
務
へ
と
縛
ら
れ

（
３
）

（
４
）

ム
ネ
ヲ

た
り
、
逗
留
者
を
受
け
入
れ
た
り
、
何
ら
か
の
負
担
を
果
た
す
こ
と

は
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
は
い
っ
そ
う
容
易
に
、
多
く
の

人
々
に
自
由
学
芸
や
上
述
の
技
を
教
授
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
る

』ハノ○ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
九

月
二
七
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
掲
示
す
。

⑳
第
一
一
一
一
巻
第
一
一
一
章
第
三
法
文

を
参
照
。
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ロ
・
自
一
巨
の
は
ロ
ー
マ
市
住
民
を
指
し
て
い
た
が
、
三
一
一
一
一
一
一
年
に
発
布

さ
れ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
掲
示
さ
れ
た
本
法
文
で

は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
巾
住
民
を
指
す
。

（
２
）
す
①
ご
＆
９
ｓ
ご
・
日
日
【
の
〔
Ｈ
ｏ
ｂ
目
Ｑ
ご
巨
日
８
三
日
目
〔
の
ｍ
・
後
註
（
４
）

ム
ネ
ヲ

に
も
あ
る
よ
う
に
、
教
師
や
医
師
へ
の
負
担
免
除
特
権
は
帝
政
前
期

か
ら
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ー
ヌ
ス
、
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ー

ヌ
ス
Ⅱ
ピ
ウ
ス
、
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
ら
の
諸
帝
に
よ
り
付
与
・
確
認
さ

れ
て
き
た
。
具
・
の
○
ｓ
○
吋
の
ｓ
の
》
己
屋
・
②
・
］
・
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

ス
帝
自
身
も
法
文
⑲
で
教
師
や
医
師
が
所
有
す
る
財
産
へ
の
公
課
免

除
を
は
じ
め
と
す
る
優
遇
措
置
を
定
め
、
法
文
⑳
で
は
御
殿
医
・
元

御
殿
医
と
そ
の
息
子
ら
に
、
種
々
の
負
担
や
地
租
を
免
除
し
て
い

る
。
だ
が
、
本
法
文
で
改
め
て
こ
の
表
現
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る

ム
、
千
一
フ

負
担
か
ら
の
免
除
を
教
師
や
医
師
本
人
の
み
な
ら
ず
そ
の
妻
や
子
に

も
認
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
の
。
ｇ
・
沖
の
ｓ
⑫
》
＆
三
・
は
法
文
末

尾
の
理
由
づ
け
と
合
わ
せ
て
、
三
年
前
に
開
都
し
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
の
人
口
増
大
策
と
考
え
て
い
る
。

（
３
）
＆
目
三
日
ご
８
目
Ｈ
ｇ
の
己
一
・
の
。
〔
ご
可
の
ｓ
の
》
＆
ず
．
｝
・
は
こ
の
表
現

が
本
法
典
同
巻
Ⅲ
章
第
一
○
法
文
で
も
軍
事
的
逗
留
者
の
受
け
入
れ

宮
の
ロ
〔
①
の
日
言
胃
の
の
【
の
９
つ
①
円
の
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

同
巻
同
章
第
一
六
法
文
は
教
師
や
医
師
の
子
が
意
に
反
し
て
「
昌
一
］
‐

言
に
連
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
き
よ
う
且
日
三
】
胃
】
‐
Ｉ
〔
国
富
員
日
」

命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
一
一
一
法
文
に
お
け
る
己
三
四
は
ご
‐

８
口
Ｅ
ご
己
国
①
の
白
き
、
す
な
わ
ち
新
丘
〈
の
責
務
を
負
う
こ
と
と
考
え

る
。
し
か
し
、
す
ぐ
前
の
「
あ
ら
ゆ
る
役
目
○
日
号
か
Ｂ
ａ
・
」
と
対

法
政
史
学
第
七
十
二
号

⑩
第
一
巻
第
一
一
三
章
第
一
法
文

（
１
）

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
フ
ェ
ー
リ
ー
ク
ス
に
〈
一
口
一
示

す
〉
。

応
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
己
言
凹
を
そ
の
よ
う
に
限
定

的
に
捉
え
る
根
拠
は
乏
し
く
、
広
く
「
国
家
公
務
」
と
訳
し
た
。
国

家
公
務
と
訳
す
己
三
四
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
３
）
お
よ
び
法

文
⑳
註
（
４
）
を
参
照
。

（
４
）
ｇ
の
日
①
の
【
の
９
つ
の
Ｈ
①
．
『
学
説
彙
纂
」
第
五
○
巻
第
囚
章
第
一
八
節

第
三
○
法
文
に
よ
る
と
、
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ー
ヌ
ス
帝
が
文
法
教
師
、

修
辞
学
教
師
、
医
師
、
哲
学
者
に
、
逗
留
者
を
受
け
入
れ
な
く
て
よ

い
よ
う
ロ
①
ヶ
８
己
の
日
Ｈ
①
ロ
ロ
の
【
①
ご
［
免
除
特
権
を
与
え
、
ハ
ド
リ
ァ
ー

ヌ
ス
帝
も
そ
れ
を
確
認
し
た
。
こ
の
「
逗
留
者
の
受
け
入
れ
」
と

は
、
移
動
中
の
軍
隊
や
帝
国
官
吏
の
た
め
に
自
宅
を
宿
舎
と
し
て
提

供
す
る
義
務
で
、
帝
政
後
期
に
は
、
と
く
に
遠
征
中
以
外
は
諸
都
市

や
そ
の
郊
外
に
駐
留
す
る
野
戦
機
動
軍
８
目
白
［
の
ロ
の
①
叩
や
近
衛
軍

目
一
呉
巨
の
た
め
に
、
日
宅
の
一
部
（
本
法
典
第
七
巻
第
八
章
第
五

法
文
に
よ
れ
ば
三
分
の
一
）
を
営
舎
と
し
て
提
供
す
る
と
い
う
、
都

市
住
民
に
と
っ
て
は
重
い
負
担
と
な
っ
た
。
。
［
・
］
。
□
２
回
問
》
弓
・

＄
』
（
・
》
の
○
三
の
日
伜
□
言
Ｐ
二
、
冒
冒
用
・
ミ
ミ
』
§
こ
（
法
文
⑪
註

（
１
）
所
引
）
》
弓
・
忠
‐
の
、
。

八
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帝
室
財
産
た
る
染
色
工
房
と
織
物
工
房
の
管
理
官
に
よ
っ
て
、
我

（
２
）

等
の
私
財
は
減
ら
さ
れ
、
織
物
工
房
で
作
ら
れ
た
製
口
叩
は
台
無
し
に

さ
れ
、
加
え
て
、
染
色
工
房
で
は
ま
が
い
物
が
混
ぜ
合
わ
さ
れ
て
不

純
な
染
色
液
の
色
む
ら
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
、
〈
か
か
る
不
正

に
手
を
染
め
た
〉
染
色
工
房
と
織
物
工
房
の
管
理
官
は
、
前
述
の
管

理
職
を
そ
れ
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
推
薦
〈
に
基
づ

く
決
定
〉
か
ら
遠
ざ
か
る
べ
し
。
も
し
も
、
こ
れ
に
背
い
て
行
動
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
者
ら
は
、
ロ
ー
マ
市
民
の
頭
数
か
ら
除
か
れ
た
者

（
３
）

と
し
て
剣
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
べ
し
。

ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一

（
４
）

○
月
・
・
・
日
ア
ク
ィ
レ
ー
イ
ア
で
付
与
す
。

（
１
）
恵
一
冥
・
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
１
）
参
照
。

（
２
）
□
【
一
ぐ
鯉
白
二
・
の
（
国
、
ｇ
の
国
三
四
・
国
の
温
の
【
》
向
ミ
ミ
目
員
一
向
ロ
ミ
（
・
ミ
ミ

（
法
文
⑳
註
（
３
）
所
引
）
》
の
・
ぐ
・
［
の
弓
の
国
三
四
］
に
よ
れ
ば
、
の
弓
‐

の
白
目
四
は
、
個
人
が
所
有
す
る
財
産
の
総
体
（
①
．
ｍ
・
印
弓
の
〔
目
冨
目
‐

〔
の
目
四
）
あ
る
い
は
相
続
財
産
の
総
体
（
の
．
、
・
の
ｇ
の
白
呂
四
面
の
Ｒ
ａ
旨
‐

房
）
を
指
す
と
あ
る
の
で
、
本
法
文
で
、
□
【
富
国
【
の
印
と
い
う
一
般

的
な
表
現
で
は
な
く
己
【
富
国
の
弓
の
ロ
ロ
ｇ
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
、
染
色
や
織
物
に
か
か
わ
る
材
料
等
を
も
含
意
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

（
３
）
剣
に
よ
る
罰
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
３
）
参
照
。

テ
ォ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
○
○
口
の
×
弓
冨
Ｃ
Ｑ
Ｃ
の
国
目
の
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

コ
ー
ン
ス
ヲ

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
カ
ン
パ
ー
ニ
ア
州
総

１
リ
ス

（Ⅵｌ）

督
バ
ル
バ
ル
ス
Ⅱ
ボ
ン
ベ
ー
‐
イ
ア
ー
ヌ
ス
に
〈
宣
示
す
〉
。

審
理
で
は
な
く
執
行
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
請
願
の
真

（ワ』）

実
に
つ
い
て
は
調
査
）
（
（
」
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
，
も
し
欺
臓
が

介
在
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
事
柄
に
つ
い
て
織
る
と
こ
ろ
と
な
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一

一
月
二
日
ア
ク
ァ
エ
で
付
与
す
。

⑩
第
一
巻
第
二
章
第
六
法
文

（
１
）
因
閂
冨
目
の
勺
○
日
己
の
一
目
Ｐ
の
・
一
一
一
二
／
二
一
七
年
の
ア
シ
ァ
州
総
督

の
・
の
呂
三
こ
の
因
閂
冨
目
の
勺
・
日
ロ
の
己
目
印
の
後
祷
で
、
お
そ
ら
く
は
、

四
○
○
年
の
ア
ー
フ
リ
ヵ
州
総
督
の
三
口
言
因
閂
冨
日
の
勺
目
】
□
畠
‐

目
の
の
祖
父
に
あ
た
る
人
物
。
酉
男
同
」
》
弓
・
『
］
黒
（
因
シ
宛
因
醇
宛
『
の

勺
○
二
〔
宅
向
田
シ
ｚ
ご
ｍ
ｅ
．

（
２
）
⑦
○
三
・
沖
①
目
印
》
且
■
」
・
は
、
こ
こ
で
の
「
執
行
の
〆
の
、
呂
○
」
は
判

（
４
）
三
○
曰
］
日
の
①
Ｐ
己
ず
」
・
》
の
①
①
ｎ
戸
・
記
へ
鷺
旦
冒
も
．
］
馬
》
団
閂
ご
①
の
》
」
く
三

回
ご
言
も
・
己
は
、
法
文
⑩
と
同
様
、
本
法
文
も
ア
ク
ァ
エ
で
付
与

さ
れ
た
と
す
る
。

八
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⑳
第
七
巻
第
一
三
章
第
五
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
ア
ブ
ラ
ー

（
１
）

ウ
ィ
ウ
ス
に
〈
一
旦
示
す
〉
。

（
２
）

（
３
）

退
役
兵
た
ち
の
、
あ
る
い
は
隊
長
や
下
士
官
だ
っ
た
者
た
ち
、
そ

の
他
何
で
あ
れ
軍
の
等
級
に
あ
っ
た
者
た
ち
の
息
子
が
、
も
し
虚
弱

か
つ
病
弱
で
あ
る
な
ら
ば
、
都
市
参
事
会
に
加
え
ら
れ
る
べ
し
。
そ

の
際
、
家
産
に
恵
ま
れ
な
が
ら
軍
務
に
不
適
格
な
者
た
ち
を
参
事
会

〈
員
〉
の
集
団
へ
と
汝
が
結
び
つ
け
る
こ
と
。
我
等
の
目
の
届
く
範

囲
で
、
美
食
に
よ
っ
て
柔
弱
に
な
っ
た
と
我
等
が
見
極
め
た
者
た
ち

に
対
し
て
も
、
我
等
は
こ
れ
を
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
い
っ

た
者
た
ち
の
う
ち
家
長
で
あ
り
、
か
つ
公
け
の
義
務
〈
を
担
う
の
〉

法
政
史
学
第
七
十
二
号

決
の
執
行
で
は
な
く
、
請
願
に
応
え
て
訴
訟
係
属
中
に
勅
答
が
命
じ

る
何
ら
か
の
執
行
を
指
し
、
し
た
が
っ
て
「
審
理
８
旨
ｇ
」
は
中

間
裁
決
を
指
す
と
し
た
う
え
で
、
本
法
文
は
、
勅
答
が
中
間
裁
決
で

は
な
く
執
行
を
命
じ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
勅
答
の
執
行
者
は

請
願
の
真
実
性
や
信
瀝
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
べ
き
こ
と
を
定
め
た

と
解
し
て
い
る
。
な
お
、
中
間
裁
決
に
つ
い
て
は
、
本
文
⑳
、
⑩
、

⑳
を
参
照
の
こ
と
。

に
相
応
し
い
者
た
ち
が
、
都
市
参
事
会
員
の
数
を
増
す
た
め
に
選
別

さ
れ
る
べ
き
こ
と
。
そ
し
て
、
各
都
市
の
参
事
会
は
、
気
力
と
体
力

ゆ
え
に
国
家
の
防
衛
に
相
応
し
い
者
た
ち
を
除
い
て
、
〈
公
け
の
義

務
を
担
う
の
に
〉
相
応
し
い
と
承
知
し
て
い
る
者
た
ち
を
指
名
す
る

（
４
）

の
を
祷
踏
う
べ
き
で
は
な
い
と
留
意
す
べ
し
。
他
方
、
各
辺
境
の
指

（
５
）

揮
官
に
も
、
く
う
後
は
退
役
兵
の
息
子
で
役
に
立
た
な
い
者
が
誓
約
で

（
６
）

縛
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
我
等
は
要
請
し
た
。
〈
指
揮
官
た
ち
は
〉

既
に
〈
入
隊
を
〉
認
め
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
調
査
す

べ
し
。
か
く
て
〈
軍
務
に
〉
相
応
し
く
な
い
と
判
明
し
た
者
は
、
誓

約
を
解
か
れ
た
上
で
貴
官
の
も
と
へ
送
致
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一

一
月
一
三
Ⅱ
に
付
与
し
掲
示
す
。

（
１
）
ご
官
言
・
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑪
註
（
１
）
を
参
照
。

そ
の
他
、
法
文
⑳
、
⑳
、
⑭
、
⑳
、
⑳
の
名
宛
人
と
な
っ
て
い
る
。

ａ
・
帛
由
」
内
向
・
一
）
つ
つ
．
②
（
（
同
一
・
レ
ウ
一
四
ヶ
旨
の
←
）
。

（
２
）
ロ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
旨
の
。
「
隊
長
」
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑦
註
（
３
）
お
よ
び

法
文
⑯
註
（
１
）
を
参
照
。

（
３
）
頁
○
斤
、
［
・
『
・
「
下
士
官
」
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑦
註
（
２
）
、
法
文

⑳
註
（
３
）
、
法
文
⑳
註
（
８
）
を
参
照
。

（
４
）
こ
こ
で
「
辺
境
」
と
訳
出
し
た
｝
一
己
①
叩
は
、
〔
ご
●
ミ
ロ
目
冒
ミ

ロ
ミ
一
○
言
②
（
四
ａ
①
□
・
》
。
×
烏
。
ａ
］
ｇ
①
）
）
の
・
ぐ
・
［
一
】
白
の
の
］
に
よ
れ
ば
、
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（
５
）
Ｓ
８
ｍ
・
共
和
政
期
か
ら
□
貝
は
非
公
式
に
軍
隊
の
指
揮
官
を
示
す

用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
が
、
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝

治
世
に
は
、
辺
境
地
帯
の
一
定
の
領
域
の
軍
事
指
揮
官
を
示
す
専
門

用
語
と
な
っ
た
。
□
貝
の
置
か
れ
た
地
域
で
は
、
州
総
督
は
軍
事
指

揮
権
を
失
い
、
□
目
が
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
文
武
両
官
職
の
分
離
は
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝

治
世
に
は
貫
徹
さ
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

ス
帝
治
世
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ａ
・

］
目
の
⑫
》
佶
昂
田
》
己
・
き
ｍ
－
ｐ
且
）
ミ
ロ
冒
昌
ミ
ロ
ミ
ご
冒
昌
（
四
ａ
の
□
・
》
○
メ
ー

ヨ
ニ
や
①
①
）
》
の
．
ぐ
・
［
Ｑ
貝
］
。

（
６
）
８
弓
の
已
白
９
．
８
弓
の
巳
・
は
、
本
来
、
「
共
に
来
る
」
「
一
致
す
る
」

と
い
っ
た
意
味
を
も
つ
が
、
本
法
典
に
収
録
さ
れ
た
本
法
文
よ
り
前

テ
ォ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
Ｃ
Ｃ
Ｑ
の
〆
弓
冨
己
◎
の
国
目
の
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

本
来
、
地
所
の
境
界
で
あ
る
と
同
時
に
両
者
を
結
ぶ
よ
う
な
通
路
の

こ
と
を
示
す
測
量
者
の
用
語
だ
っ
た
。
軍
事
的
な
意
味
で
は
、
当
初

は
敵
地
へ
入
り
込
む
軍
用
道
路
を
示
し
て
い
た
が
、
征
服
が
済
ん
だ

後
に
は
、
ロ
ー
マ
帝
Ｍ
支
配
地
域
と
そ
れ
以
外
の
地
域
を
分
け
る
境

界
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
道
路
だ
け
で
は
な
く
監
視
堵
や
砦
と

い
っ
た
境
界
地
帯
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
施
設
の

総
称
が
｝
目
①
⑪
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
因
・
房
ｇ
○
二
の
三
①
目
‐

冒
困
Ｃ
｛
ｓ
の
目
①
日
］
の
巨
蔦
因
己
口
菖
ご
薑
》
●
滝
の
量
］
①
蚤
弓
。
届
、
‐

』
合
は
、
一
一
一
世
紀
末
以
降
の
一
言
の
の
が
示
す
意
味
内
容
に
つ
い
て
、

監
視
塔
や
砦
と
い
っ
た
防
御
施
設
ま
で
含
め
る
見
方
を
批
判
し
、
次

註
で
述
べ
る
□
目
指
揮
下
に
あ
る
辺
境
地
帯
を
示
す
も
の
と
考
え
て

し】

る
○

⑩
第
一
四
巻
第
四
章
第
一
法
文

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
パ
ー
カ
ー
テ
ィ
ア
ー

（
１
）

ヌ
ス
に
〈
一
旦
示
す
〉
。

（
２
）

「
豚
商
人
」
の
組
〈
口
が
少
人
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、

我
等
は
、
こ
の
者
た
ち
が
ロ
ー
マ
市
住
民
の
立
会
い
の
も
と
で
、
誰

に
免
除
が
与
え
ら
れ
、
誰
に
負
担
が
あ
た
っ
て
い
る
か
を
宣
告
す
る

よ
う
命
ず
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
者
た
ち
が
人
々
の
良
く
知
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
「
船
主
」
の
財
産
の
例
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

（
３
）

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
一
」
の
者
た
ち
は
自
分
の
財
産
が
「
豚
商
人
」

ム
ネ
ラ

の
負
担
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
〈
以
下
に
述
べ

る
〉
二
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
べ
し
。
す
な
わ
ち
、
「
豚
商

一
一
一
三
四
年

の
法
文
で
は
、
三
人
称
単
数
で
「
適
切
で
あ
る
」
「
相
応
し
い
」
と

い
っ
た
意
味
を
示
す
か
、
あ
る
い
は
受
動
態
で
「
請
求
さ
れ
る
」
と

い
っ
た
意
味
を
示
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
出
２
日
目
貝

の
①
民
の
｜
》
ｍ
・
ぐ
・
［
８
己
の
弓
の
］
の
示
す
「
要
請
す
る
臣
言
ａ
の
日
」
「
忠

告
す
る
日
昌
ご
ｇ
」
と
い
っ
た
意
味
で
理
解
し
て
い
る
。
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人
」
の
義
務
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
財
産
を
保
持
し
て
、
自
ら
「
豚
商

人
」
の
務
め
に
責
を
負
う
か
、
あ
る
い
は
自
ら
が
望
む
適
格
な
者
た

ち
を
指
名
し
、
そ
の
者
た
ち
が
必
要
な
務
め
を
果
た
す
か
で
あ
る
。

ム
、
ネ
ラ

我
等
は
何
ぴ
と
も
こ
の
事
柄
に
関
す
る
負
担
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
許

さ
ず
、
も
し
名
誉
で
高
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
何
ら

ム
、
不
一
フ

か
の
欺
臓
に
よ
っ
て
、
〈
こ
の
負
担
を
〉
逃
れ
て
い
る
者
た
ち
が
あ

れ
ば
、
そ
の
者
た
ち
が
呼
び
戻
さ
れ
て
、
ロ
ー
マ
市
住
民
が
見
守

ム
ネ
ラ

リ
、
耳
を
傾
け
る
中
で
ま
さ
に
こ
の
負
担
が
完
遂
さ
れ
る
こ
と
を
我

等
は
命
ず
る
。
ま
た
、
そ
の
者
た
ち
に
つ
い
て
我
等
に
報
告
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
命
ず
る
。
そ
れ
は
、
か
か
る
好
計
を
用
い
た
者
た
ち
に

対
し
て
我
等
が
罰
則
処
置
を
下
す
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
は

こ
の
義
務
か
ら
の
免
除
は
何
ぴ
と
に
も
一
切
与
え
ら
れ
て
は
な
ら

ず
、
も
し
〈
免
除
を
与
え
る
よ
う
な
〉
恩
恵
が
無
効
と
さ
れ
た
後
に

〈
免
除
を
〉
く
す
ね
取
る
こ
と
が
で
き
た
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
は

（
４
）

生
〈
叩
を
失
う
危
険
を
も
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
三
月

（
５
）

八
日
ロ
ー
マ
で
付
与
す
。

（
１
）
勺
凶
旦
言
巨
の
．
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑪
註
（
１
）
を
参

照
。
一
一
一
一
一
一
二
年
か
ら
一
一
一
三
七
年
に
か
け
て
、
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ヌ
ス
、
次
い
で
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
も
と
で

法
政
史
学
第
七
十
二
号

イ
ー
タ
リ
ア
道
長
官
を
務
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
法
文
⑭
、
⑪

の
名
宛
人
で
も
あ
る
。
、
【
・
画
記
向
・
一
七
・
①
、
①
（
Ｆ
・
勺
呂
言
勺
四
ｓ
〔
言
巨
の

図）。

（
２
）
の
目
昌
・
「
豚
商
人
」
お
よ
び
ロ
ー
マ
市
へ
の
豚
肉
供
給
制
度
に
つ

い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
２
）
。
（
３
）
を
参
照
。

（
３
）
本
法
文
で
範
例
と
さ
れ
て
い
る
「
船
主
」
の
負
担
割
当
と
し
て
、

と
り
わ
け
法
文
⑪
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
、
［
・
の
。
＆
Ｃ
沖
①
目
印
》
＆
す
・
一
・
「
船
主
」
と
そ
の
負
担

に
つ
い
て
は
他
に
も
法
文
⑭
と
そ
の
註
（
２
）
、
法
文
⑪
、
⑳
を
参

召
、
。

Ⅱ
小

（
４
）
Ｅ
〔
囚
已
曰
己
ぐ
の
［
国
日
巨
の
曰
の
。
⑫
）
Ｐ
已
冨
●
（
の
Ｈ
ｍ
－
ぐ
の
円
の
四
〔
一
○
口
①
巨
［
の
］

⑫
］
ご
【
］
》
ロ
の
【
の
一
】
口
巨
。
｛
巨
口
の
〔
一
○
二
】
⑫
苣
巨
一
口
の
ご
山
の
四
は
○
口
①
ご
■
一
一
一
つ
の
ロ
芦
屋
の

日
ウ
巨
の
ロ
＆
・
の
①
□
①
。
□
巳
の
ｇ
二
つ
の
【
①
□
Ｃ
曰
の
畳
つ
Ｃ
の
（
す
の
ロ
の
ｍ
の
旨
日
一
口
耳
‐

白
四
目
巳
田
一
言
の
①
冨
日
ロ
①
１
２
｜
巨
白
の
ｇ
旨
８
．
本
法
文
は
二
目
二
つ
の

写
本
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
に
は
写
本
上
欠
落
が
あ
り
、
内

容
の
理
解
と
テ
キ
ス
ト
の
復
元
と
が
相
互
に
密
接
に
関
わ
り
あ
っ
て

い
る
。
欠
落
は
〔
の
垣
ぐ
の
【
の
昌
目
①
巨
…
・
以
下
か
ら
、
ロ
の
二
言
の
の
前
ま

で
（
ロ
ー
】
は
目
写
本
で
は
欠
け
て
い
る
）
の
部
分
で
あ
る
。
三
・
日
‐

日
の
①
ロ
は
〔
①
【
ぬ
｝
ぐ
の
円
の
昌
自
①
巨
…
の
部
分
を
（
の
Ｈ
旧
く
①
円
の
三
目
の
巨
［
⑫
一

の
言
］
と
補
い
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
部
分
に
弓
写
本
と
シ
・
宅
の
胃
自

に
よ
る
補
い
に
基
づ
い
て
、
上
述
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
の
復
元
を

行
っ
て
い
る
。
本
文
中
で
「
そ
れ
は
、
か
か
る
好
計
を
用
い
た
者
た

ち
…
…
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
」
と
訳
出
し
た
箇
所
は
こ
の

三
。
日
日
の
８
版
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

八
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「
〈
免
除
を
与
え
う
る
〉
恩
恵
」
と
は
具
体
的
に
は
、
法
文
⑰
に
み
る

よ
う
な
位
階
に
付
随
す
る
免
除
特
権
と
い
っ
た
も
の
を
意
味
す
る
こ

と
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
の
葵
の
．
ご
＆
ご
寅
記
ミ
蔦
（
法
文
⑳
註
（
７
）

所
列
）
も
．
②
缶
は
そ
れ
に
加
え
て
元
首
の
勅
答
や
覚
書
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
免
除
の
可
能
性
も
指
摘
し
、
ミ
ュ
も
．
＄
囚
で
は
場
ム
ロ
に
よ
っ

て
は
時
間
的
に
隔
た
り
が
あ
る
と
は
い
え
、
マ
ー
ク
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス

政
権
下
で
得
ら
れ
た
諸
特
権
に
対
す
る
処
置
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

と
推
測
し
て
い
る
。

他
方
、
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
可
の
ｓ
の
は
当
該
箇
所
が
写
本
で
は
巨
国
目
目
号
の
【
‐

〔
四
『
ご
巨
、
】
ロ
①
◎
の
）
Ｐ
Ｅ
】
ず
四
の
（
①
【
ぬ
】
ご
①
Ｈ
ｍ
ｍ
〔
】
○
二
の
口
巨
一
一
】
つ
①
ご
】
［
巨
の
【
国
ワ
臣
①
ｐ
Ｑ
ｍ
の
）

』
□
①
○
）
□
巨
一
の
巨
ウ
ロ
己
①
［
の
己
。
〔
巨
①
ご
〔
■
ロ
○
ｍ
〔
す
①
□
の
｛
－
，
曰
巨
Ｒ
ご
一
口
ｍ
Ｈ
Ｒ
二
四
〔
巨
ロ
〕
）
の
四
０

一
己
⑫
①
９
日
ロ
①
１
２
一
目
］
⑫
弓
言
８
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
上

で
、
こ
れ
を
昌
目
】
日
己
ぐ
①
耳
臼
目
の
旨
の
○
ｍ
“
向
①
Ｐ
已
冨
、
〔
の
温
】
『
①
円
の
四
‐

〔
］
。
□
①
】
已
巨
一
一
一
つ
の
ロ
ー
〔
こ
の
〔
【
一
つ
こ
の
二
口
②
）
ｎ
画
の
〔
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
巨
一
の
臣
ケ
Ｒ
の
ロ
の
Ｈ
①
□
○
庁
巨
の
口
〔
）

ロ
○
ｍ
〔
ウ
①
ロ
の
ｍ
の
旨
ヨ
ヨ
ｍ
Ｈ
日
昌
巨
日
》
⑫
四
一
口
〔
】
ｍ
の
〔
団
目
】
ロ
の
ユ
、
巨
一
巨
口
】
の
巨
亘
【
Ｅ
Ｒ
Ｃ

と
復
元
す
べ
き
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
訳
は
「
そ
れ
は
、
こ
の
者
た

ち
に
対
し
て
我
等
が
罰
則
処
置
を
下
す
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何

ぴ
と
に
も
一
切
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
の
好
計
を
用
い
て
、
あ

る
い
は
他
の
何
か
し
ら
の
手
段
を
用
い
て
、
〈
免
除
を
与
え
る
恩
恵

を
〉
く
す
ね
取
る
こ
と
が
で
き
た
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
は
そ
の
恩

恵
が
無
効
と
さ
れ
た
後
、
そ
の
生
命
を
失
う
危
険
を
も
引
き
受
け
る

こ
と
と
な
ろ
う
」
と
な
る
。

（
５
）
三
・
日
白
の
の
Ｐ
昌
彦
」
・
は
「
付
与
」
で
は
な
く
む
し
ろ
「
掲
示
」
で

あ
ろ
う
と
す
る
。
明
確
な
理
由
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
三
・
白
日
の
①
Ｐ

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
ｏ
・
ロ
関
日
ロ
の
ａ
Ｃ
の
一
目
巨
⑫
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヒ
ス
パ
ー
ニ
ア
諸
州

（
１
）

の
総
驍
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
に
く
》
日
一
示
す
〉
・

最
初
の
結
婚
の
絆
を
失
っ
た
父
親
た
ち
の
一
部
が
、
血
縁
の
情
を

（
２
）

踏
み
に
じ
っ
て
息
子
た
ち
の
破
滅
へ
と
急
ぎ
、
再
婚
し
た
の
ち
に
、

息
子
た
ち
の
財
産
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
役
割
を
自
ら
の
た
め
に
主

張
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
父
親
た
ち
は
息
子
た
ち
の

財
産
に
対
す
る
用
益
権
者
に
留
ま
っ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
財
産
を
ど
う
使
っ
て
も
よ
い
と
信
じ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ

え
、
孤
児
の
状
態
に
留
ま
っ
て
い
た
息
子
た
ち
に
は
、
所
有
す
る
機

会
も
訴
え
る
機
会
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の

ご
と
く
決
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
誰
で
あ
れ
父
親
は
、
再
婚
し
た
の

ち
に
は
、
前
妻
の
も
の
で
あ
っ
た
財
産
に
関
す
る
権
利
が
自
ら
の
も

⑱
第
八
巻
第
一
八
章
第
三
法
文

ぐ
○
二
七
・
ｏ
ｎ
〆
浅
目
で
一
一
一
三
四
年
の
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
と
そ
の
周
辺
で
活
動
し
た
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
ロ
ー
マ
に
い
た
と
は
考
え
に
く
い

か
ら
で
あ
ろ
う
。
の
①
の
民
》
記
級
富
冨
）
ロ
」
缶
》
、
旧
冗
向
・
」
ｏ
ｎ
・
ロ
（
・
も

「
掲
示
」
し
了
し
て
理
解
し
て
い
る
。
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と
に
留
め
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
よ
う
に
。
た
だ

し
、
未
成
年
者
た
ち
が
〈
成
人
と
〉
認
め
ら
れ
た
年
齢
に
あ
る
と
見

（
３
）

な
き
れ
る
ま
で
の
後
見
役
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
加
え

て
、
節
度
あ
る
我
等
は
、
す
べ
て
〈
の
財
産
〉
が
息
子
た
ち
の
た
め

に
保
全
さ
れ
、
ま
た
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
命
じ
る
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
三
月

三
○
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
掲
示
す
。

（
１
）
の
ｇ
の
日
の
．
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑪
註
（
１
）
参
照
。

（
２
）
本
法
文
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
、
家
子
に
よ
る
母

方
財
産
の
机
続
に
関
し
て
定
め
た
三
つ
の
法
の
う
ち
の
一
つ
（
他
の

二
法
文
は
法
文
⑲
と
法
文
⑩
）
。
し
た
が
っ
て
、
本
法
文
に
あ
る

「
最
初
の
結
婚
の
絆
を
失
っ
た
父
親
た
ち
」
と
は
、
妻
と
死
別
し
た

者
た
ち
を
指
す
。
ま
た
、
「
息
子
た
ち
の
破
滅
」
と
は
、
法
文
⑲
が

禁
じ
て
い
る
「
父
親
が
窓
意
的
に
卑
属
を
見
捨
て
る
こ
と
」
で
あ

り
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
父
親
が
、
相
続
に
よ
っ
て
息
子
に
帰
属
し

た
母
方
財
産
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
法
文
⑲
お
よ
び
⑩
は
、
相
続
に
よ
っ
て
息
子
に
帰
属
し
た
母
方
財

産
に
対
す
る
用
益
権
を
、
息
子
が
自
権
者
に
な
る
ま
で
の
あ
い
だ
父

親
に
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
父
親
の
再
婚
の
こ
と
は
考
慮
に
入

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
再
婚
を
き
っ
か
け
に
し
て
父
親
が
、
本
来

は
息
子
の
も
の
で
あ
る
は
ず
の
母
方
財
産
に
損
害
を
与
え
る
事
態
が

生
じ
て
い
た
こ
と
を
承
け
て
、
本
法
文
は
、
再
婚
し
た
父
親
に
は
用

法
政
史
学
第
七
十
二
号

⑮
第
八
巻
第
一
章
第
四
法
文

同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ア
シ
ァ
管
区
代
官

（
１
）

ウ
ェ
ー
ロ
ー
ニ
キ
ア
ー
ヌ
ス
に
〈
宣
示
す
〉
。

（
２
）

様
々
な
州
総
督
に
仕
え
る
財
務
担
当
官
た
ち
の
負
欲
で
好
智
に
長

（
３
）

（
４
）

け
た
謀
は
、
か
っ
て
も
我
等
が
定
め
、
今
も
ま
た
同
様
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
従
っ
て
、
妨
げ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
者
た

コ
ン
デ
ィ
キ
オ
ー
（
５
）

ち
は
拷
問
を
受
け
る
と
い
う
境
遇
に
置
か
れ
、
馬
形
器
具
や
引

き
裂
き
〈
の
拷
問
〉
に
服
し
、
二
年
間
を
越
え
て
こ
の
職
務
を
果
た

し
て
は
な
ら
な
い
。
後
略
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月

一
九
日
に
付
与
す
。

（
１
）
『
の
Ｈ
・
己
Ｑ
目
色
の
．
一
一
一
一
一
一
四
～
一
一
一
三
五
年
に
ア
シ
ァ
管
区
代
官
を
務
め

た
こ
と
以
外
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
、
｛
・
両
国
田
・
一
『
ロ
。
①
目
（
ご
両
‐

内
○
三
【
房
ｚ
こ
の
己
．

（
２
）
目
曰
の
【
且
一
・
「
財
務
担
当
官
」
と
訳
出
し
た
目
日
①
【
目
色
の
は
、
以

前
の
白
目
一
四
【
言
と
同
じ
職
務
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
詳
し

益
権
を
認
め
ず
、
後
見
役
の
み
を
認
め
る
に
至
っ
た
。
＆
・
蚕
の
①
【
〕

□
自
己
ミ
時
ミ
コ
ミ
ミ
＆
邑
閂
（
法
文
⑮
註
（
３
）
所
引
）
七
・
四
］
の
。

八
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⑯
第
八
巻
第
一
五
章
第
二
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ア
シ
ァ
管
区
代
官

（
１
）

ウ
ェ
ー
ロ
ー
ニ
キ
ア
ー
ヌ
ス
に
〈
宣
示
す
〉
。

（
５
）
８
＆
一
口
。
〔
○
日
の
ロ
〔
○
日
目
・
の
。
＆
○
吋
の
Ｓ
ｍ
は
法
文
⑭
に
対
す
る
コ

メ
ン
タ
リ
ィ
の
中
で
、
本
法
文
を
は
じ
め
と
す
る
本
法
典
第
八
巻
第

一
章
に
採
録
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
法
文
に
示
さ
れ
た
拷
問
を
受

け
る
と
い
う
「
境
遇
８
己
亘
・
」
が
８
己
亘
・
目
一
の
の
の
意
味
だ
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
し
、
８
己
己
・
昌
一
の
印
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
異
な

る
見
方
も
示
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
法
文
⑪
註
（
３
）
を
参

刀
口
、
○

く
は
、
法
文
⑭
註
（
３
）
を
参
照
。

（
３
）
本
法
文
と
次
の
法
文
⑩
は
名
宛
人
お
よ
び
ｍ
ｇ
ｍ
ａ
已
○
が
同
一
で

あ
る
た
め
、
本
来
は
一
体
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
財
務
担
当
官
た
ち
の
貧
欲
で
好
秤
に
長
け

た
謀
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
文
⑱
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
）
財
務
担
当
官
に
つ
い
て
は
日
盲
｝
閂
冨
と
し
て
法
文
⑳
で
一
一
一
一
口
及
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
法
文
⑳
は
昇
進
順
序
に
関
し
て
定
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
本
法
文
の
内
容
に
先
行
す
る
も
の
と
は
言
い
難
く
、
こ

こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
か
つ
て
我
等
が
定
め
」
た
と
い
う
法
が
何

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
０
．
□
①
×
日
冨
・
ロ
・
の
一
目
こ
の
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
か
つ

を
示
す
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。

⑩
第
一
巻
第
二
二
章
第
二
法
文

（
１
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
プ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ア
ン
ド
ロ
ニ
ー
ク
ス

に
〈
宣
示
す
〉
・

プ
ピ
ッ
リ
ー
（
２
）

未
成
年
者
や
寡
婦
、
土
ふ
た
は
病
気
で
衰
弱
し
て
い
る
者
、
お
よ
び

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
た
ち
を
相
手
取
っ
て
、
慈
悲
深
き
我
等
の
裁

判
が
求
め
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
我
等
の
裁
判
官
の
何
ぴ

前
略
。
我
等
は
地
方
住
民
た
ち
に
以
下
の
権
能
を
与
え
る
。
す
な

わ
ち
、
様
々
な
州
総
督
に
仕
え
る
財
務
担
当
官
た
ち
に
よ
っ
て
何
ら

か
の
売
却
を
強
い
ら
れ
た
、
と
誰
で
あ
れ
不
平
を
持
つ
者
は
、
そ
れ

ら
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
不
当
に
売
却
さ
れ
た

も
の
は
売
却
者
の
所
有
の
も
と
に
戻
り
、
不
法
で
呪
わ
れ
る
べ
き
購

入
者
は
代
金
の
喪
失
に
よ
っ
て
も
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月

（
２
）

一
九
日
に
付
与
す
。

（
１
）
『
の
８
己
の
言
巨
の
．
法
文
⑯
註
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）
本
法
文
の
ｍ
ｇ
ｍ
ａ
目
。
お
よ
び
名
宛
人
は
先
の
法
文
⑯
と
同
一
で

あ
り
、
も
と
は
一
体
の
法
文
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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と
に
よ
っ
て
も
、
上
記
の
者
た
ち
が
我
等
の
宮
廷
に
出
頭
す
る
よ
う

強
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
者
ら
は
、

原
告
と
証
人
た
ち
、
あ
る
い
は
証
拠
が
存
在
す
る
州
内
に
お
い
て
係

争
の
運
を
試
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
者
ら
が
各
自
の
州
の
境

界
を
越
え
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
注
意
が
払
わ

プ
ピ
ッ
リ
ー

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
成
年
者
や
寡
婦
、
そ
し
て
運
〈
叩
の

苛
酷
さ
に
よ
り
悲
惨
な
状
態
に
あ
る
他
の
者
た
ち
が
、
清
明
な
る
我

等
の
裁
判
を
懇
願
す
る
と
き
に
は
、
と
り
わ
け
彼
ら
が
何
ぴ
と
か
の

権
勢
を
ひ
ど
く
恐
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
相
手
方
の
方
が
、
我

等
の
審
理
の
た
め
に
出
頭
す
る
よ
う
強
い
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
六
月

一
七
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。

（
１
）
シ
己
【
Ｃ
己
目
印
・
本
法
文
を
受
領
し
た
こ
と
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
の
｛
．
、
ロ
白
・
一
》
己
・
の
←
（
ど
］
ｓ
・
已
目
の
］
）
。

（
２
）
自
己
二
・
法
律
上
の
行
為
能
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
年
齢
段
階
を
示
す

語
の
一
つ
。
ロ
ー
マ
法
で
は
元
来
、
女
子
一
二
歳
・
男
子
一
四
歳
頃

を
境
に
「
未
成
熟
者
」
言
□
ｇ
①
⑰
と
「
成
熟
者
」
□
弓
の
ｍ
と
に
分
け
、

前
者
が
家
父
を
失
っ
た
場
合
は
後
見
人
を
付
し
て
い
た
が
、
前
二
世

紀
以
降
、
成
熟
者
で
あ
っ
て
も
二
五
歳
未
満
の
者
は
日
冒
貝
と
し
て

区
分
さ
れ
、
し
だ
い
に
保
佐
人
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
法
文

⑮
註
（
２
）
・
法
文
⑰
註
（
２
）
参
照
）
。
己
昌
冒
の
と
い
う
語
は
ヨ
ー

法
政
史
学
第
七
十
二
号

ロ
弓
①
ｍ
と
同
義
で
あ
っ
た
が
、
帝
政
後
期
に
な
る
と
「
未
成
熟
者
」

を
指
す
百
℃
ｇ
の
の
や
つ
巨
已
一
房
の
使
用
が
減
る
の
に
対
し
、
狭
義
で

は
二
五
歳
未
満
成
熟
者
を
指
す
三
目
【
が
、
「
未
成
熟
者
」
も
含
む

二
五
歳
未
満
の
す
べ
て
の
者
Ⅱ
「
未
成
年
者
」
を
意
味
す
る
用
例
が

増
え
る
（
法
文
⑯
註
（
４
）
参
照
）
。
た
と
え
ば
法
文
⑳
で
は
、
未

成
熟
者
己
巨
已
一
巨
の
と
一
一
五
歳
未
満
成
熟
者
四
目
目
印
を
合
わ
せ
て
己
‐

目
【
と
し
て
い
る
し
、
法
文
⑮
や
⑮
。
⑯
。
⑰
等
に
お
け
る
目
ご
Ｃ
Ｒ

も
二
五
歳
未
満
者
す
べ
て
を
指
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
年
齢
段
階
を
示
す
語
の
本
法
典
に
お
け
る

用
法
に
は
混
乱
も
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
法
文
⑫
で
は
冒
頭
で
目
ご
貝

が
呂
已
白
の
と
の
対
比
で
「
未
成
熟
者
」
の
意
味
で
Ⅲ
い
ら
れ
な
が

ら
、
川
節
で
は
「
未
成
年
者
」
す
な
わ
ち
一
五
歳
未
満
者
す
べ
て
を

桁
し
て
い
る
（
法
文
⑫
註
（
２
）
（
５
）
（
６
）
参
照
）
。
ま
た
、
本

来
は
二
五
歳
未
満
か
そ
れ
以
上
か
を
問
わ
ず
「
成
熟
者
」
を
意
味
す

る
Ｄ
ｇ
①
⑫
の
語
が
、
法
文
⑯
で
は
「
二
五
歳
未
満
成
熟
者
」
の
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
法
文
⑩
註
（
４
）
参
照
）
。
宮
口
一
一
巨
の
に
つ
い

て
も
、
上
述
の
よ
う
に
法
文
⑳
で
は
「
未
成
熟
者
」
と
い
う
本
来
の

語
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
つ
ね
に
「
未
成
熟
者
」
を
指
す
と
は

限
ら
な
い
。
西
①
巨
日
目
貝
の
①
具
の
｝
》
、
。
ご
・
［
已
已
｝
巨
、
（
已
已
一
四
）
］
に

は
、
①
未
成
熟
者
、
②
狭
義
の
未
成
熟
者
、
つ
ま
り
〈
父
の
死
亡
等

に
よ
り
〉
も
は
や
父
権
下
に
は
な
い
が
、
〈
目
権
者
と
な
っ
た
が
ゆ

え
に
〉
後
見
下
に
あ
る
未
成
熟
者
、
③
〈
未
成
年
者
、
つ
ま
り
〉
一

般
に
、
な
お
年
齢
の
ゆ
え
に
後
見
（
保
佐
の
貝
四
も
含
む
）
下
に
あ

る
者
、
被
保
佐
人
、
被
後
見
人
、
と
い
う
三
通
り
の
意
味
が
挙
げ
ら

九
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同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
パ
ー
カ
ー

（
１
）

一
ナ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
に
〈
宣
示
す
〉
。

我
等
の
も
と
で
は
国
庫
の
保
護
よ
り
も
私
人
た
ち
の
一
一
一
一
口
い
分
が
優

（
２
）

先
さ
れ
る
と
は
い
え
、
，
も
し
複
数
の
者
た
ち
が
我
等
か
ら
国
庫
の
防

（
３
）

御
〈
と
い
う
職
務
〉
を
得
て
い
る
と
き
は
、
我
等
は
以
下
の
よ
う
に

定
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
他
の
者
た
ち
よ
り
も
後

に
こ
の
恩
恵
を
寛
裕
な
る
我
等
か
ら
取
得
し
た
の
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
他
の
者
た
ち
よ
り
も
潔
癖
さ
に
お
い
て
勝
り
、
学
識
に
お
い
て
優

れ
、
実
証
さ
れ
た
信
義
に
お
い
て
厚
い
と
認
め
ら
れ
た
者
が
、
他
の

者
た
ち
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月

⑯
第
一
○
巻
第
一
五
章
第
二
法
文

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
Ｏ
Ｃ
ｑ
関
日
冨
・
Ｑ
Ｃ
の
国
目
の
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

れ
て
い
る
。
本
法
文
と
同
様
、
寡
婦
と
並
ん
で
已
已
一
巨
の
に
特
別
の

寛
恕
が
与
え
ら
れ
て
い
る
法
文
⑳
で
は
、
後
見
人
へ
の
言
及
お
よ
び

冨
弓
の
【
の
ｍ
の
語
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
②
の
意
味
を
採

り
「
後
見
下
の
未
成
熟
者
」
と
訳
出
し
た
。
だ
が
、
自
己
一
一
と
寡
婦

の
み
な
ら
ず
弱
者
全
般
の
保
護
を
調
っ
て
い
る
本
法
文
で
は
、
最
も

広
義
の
③
の
意
味
で
採
っ
た
。

⑳
第
二
巻
第
三
九
章
第
三
法
文

五
日
シ
ン
ギ
ド
ゥ
ヌ
ム
で
付
与
す
。

（
１
）
囚
８
〔
言
巨
の
・
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑭
註
（
１
）
参
照
。

（
２
）
の
〔
の
一
己
＆
○
Ｈ
ｇ
已
口
・
の
ロ
ロ
ぐ
四
（
◎
日
日
８
巨
の
回
の
、
〔
Ｐ
尽
日
房
の
二
Ｅ
〔
の
一
四
・

具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
の
Ｃ
ｓ
・
可
の
Ｓ
ｍ
）
＆
ず
」
・
は

以
下
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
国
庫
の
保
護
よ
り

も
私
人
た
ち
の
言
い
分
が
優
先
さ
れ
る
」
こ
と
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
自
身
に
よ
っ
て
も
実
践
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
も

し
皇
帝
に
よ
っ
て
複
数
の
私
人
が
代
訴
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
本
件

の
よ
う
な
蝋
案
に
お
い
て
も
「
私
人
た
ち
の
言
い
分
が
優
先
さ
れ

る
」
こ
と
に
な
れ
ば
、
誰
が
代
訴
官
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
で
は
な

く
、
誰
が
岐
初
に
代
訴
官
に
任
命
さ
れ
た
の
か
が
探
求
さ
れ
る
べ
き

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
、

凶
庫
の
利
益
を
考
慮
し
て
代
訴
官
に
ふ
さ
わ
し
い
者
を
優
先
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

（
３
）
本
巻
本
章
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
代
訴
官
＆
ご
Ｃ
ｓ
日
の

房
口
の
職
務
の
こ
と
を
指
す
。
、
｛
・
の
○
ｓ
・
可
①
Ｓ
ｍ
》
＆
・
ず
。
｝
・
代
訴
官

己
ご
◎
日
日
の
房
口
に
つ
い
て
は
法
文
⑰
、
⑱
お
よ
び
法
文
⑰
註
（
２
）

を
参
照
。
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法
政
史
学
第
七
十
二
号

プ
ラ
エ
セ
ス
（
１
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
ナ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
州
総
督
ユ
ー
リ
ア
ー

（
２
）

ヌ
ス
に
〈
一
日
一
示
す
〉
。

我
等
は
か
つ
て
す
で
に
、
証
人
た
ち
は
証
言
を
行
う
前
に
誓
約
の

ホ
ネ
ス
テ
ィ
オ
ー
レ
ス
（
３
）

聖
性
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
よ
り
名
誉
あ
る
証
人

た
ち
の
方
に
信
が
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。

（
４
）

⑪
同
様
に
我
等
は
、
裁
判
官
た
ち
の
何
ぴ
と
も
、
い
か
な
る
訴

訟
に
お
い
て
で
あ
れ
、
た
だ
一
人
の
証
言
が
聴
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と

を
安
易
に
許
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
命
じ
た
。
そ
し
て
今
、
我
等
は

明
白
に
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
一
人
の
証
人
の
証
一
一
一
一
口
は
、
た
と

（
５
）

え
そ
の
昔
が
極
め
て
古
同
貴
な
元
老
院
の
名
誉
に
よ
っ
て
光
り
輝
い
て

（
６
）

い
る
と
し
て
も
、
決
し
て
聴
か
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
円

二
五
日
ナ
ィ
ッ
ス
ス
で
付
与
す
。

（
１
）
官
凹
の
の
①
叩
・
法
文
⑳
註
（
５
）
を
参
照
。

（
２
）
三
宮
５
．
本
法
文
を
受
領
し
た
こ
と
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

、
｛
・
国
記
向
・
一
己
・
←
＄
（
二
Ｆ
房
三
く
の
①
）
。

（
３
）
ご
ロ
の
＆
・
閂
の
の
．
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
治
下
に
現
れ
、
一
一
一
世
紀
初
頭

ま
で
に
は
共
和
政
期
以
来
の
ロ
ー
マ
市
民
・
非
市
民
と
い
う
区
分
に

取
っ
て
代
わ
っ
た
社
会
区
分
で
、
ロ
ー
マ
市
民
権
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
都
市
参
事
会
員
、
退
役
兵
、
さ
ら
に
上
層
の
騎
士
や
元
老
院
議
員

が
、
「
ホ
ネ
ス
テ
ィ
オ
ー
レ
ス
（
公
職
に
基
づ
く
名
誉
で
優
る
者
た

ち
こ
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
全
自
由
民
は
「
フ
ミ
リ
オ
ー
レ
ス
言
‐

己
一
一
・
【
①
の
」
と
さ
れ
た
。
、
こ
目
①
⑫
》
門
弟
局
）
ロ
」
『
．
こ
の
区
分
は
と
り

わ
け
刑
罰
に
関
連
し
て
重
要
で
あ
り
、
礁
刑
や
野
獣
刑
に
よ
る
死

刑
、
拷
問
な
ど
肉
体
に
加
え
ら
れ
る
刑
罰
は
、
フ
ミ
リ
オ
ー
レ
ス
に

の
み
適
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ミ
リ
オ
ー
レ
ス
で
あ
れ
ば
死
刑
が
適

用
さ
れ
る
事
例
で
も
、
ホ
ネ
ス
テ
ィ
オ
ー
レ
ス
で
あ
れ
ば
追
放
刑
で

す
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
追
放
の
場
合
も
、
ホ
ネ
ス
テ
ィ
オ
ー

レ
ス
に
は
追
放
刑
Ｈ
①
一
の
、
畳
・
が
適
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
フ
ミ
リ

ォ
ー
レ
ス
に
は
流
刑
Ｑ
ｇ
ｏ
Ｒ
畳
・
が
適
用
さ
れ
た
（
法
文
⑩
註

（
２
）
参
照
）
。
、
｛
・
因
の
田
の
【
・
雪
旦
＆
８
三
句
ロ
ミ
ミ
ロ
ミ
（
法
文
⑳
註

（
２
）
所
引
）
》
の
．
ぐ
・
［
言
旦
一
一
・
【
①
の
］
．

た
だ
し
、
○
・
岳
・
可
８
５
己
ず
・
一
・
は
、
本
法
文
末
尾
の
己
日
の
、
一
日
四

，
三
四
（
後
註
（
５
）
参
照
）
と
い
う
表
現
も
勘
案
す
る
と
、
こ
こ
で

の
ご
ロ
①
の
ぎ
【
の
⑰
と
い
う
語
は
明
ら
か
に
「
元
老
院
議
員
」
と
理
解

し
得
る
と
す
る
。

（
４
）
の
一
三
一
一
日
・
【
の
．
本
法
文
の
最
初
の
文
で
言
わ
れ
る
「
か
つ
て
す
で
に

国
日
昌
自
目
」
命
じ
た
の
と
「
同
様
に
」
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
の
。
＆
。
‐

沖
の
ｓ
⑫
》
昌
彦
」
・
は
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

ス
帝
は
本
法
文
以
前
に
証
人
に
関
し
て
二
つ
の
勅
法
を
川
し
て
い
た

と
考
え
る
が
、
本
法
文
か
ら
類
推
さ
れ
る
こ
と
以
外
は
不
明
。

（
５
）
ロ
『
四
の
、
一
四
『
：
三
Ｐ
勺
宮
口
は
、
ロ
ー
マ
元
老
院
を
指
す
可
能
性
も
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
は
都
市
参
事
会
を
指
し
て
い
る
と
す
る
。
前
註

（
３
）
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
の
○
二
弓
の
昌
印
》
＆
ず
」
・
は
こ
の
表
現
は

元
老
院
を
指
す
と
考
え
る
が
、
何
時
に
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

九
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⑳
第
一
三
巻
第
四
章
第
一
法
文

（
１
）

コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
ナ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
フ
ェ
ー
リ
ー
ク
ス
に
〈
宣
示

す
〉
・建
築
師
が
で
き
る
だ
け
多
く
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
〈
多
く
は
〉

ス
帝
が
証
人
に
関
し
て
定
め
た
最
初
の
勅
法
（
前
註
（
４
）
参
照
）

以
降
、
都
市
参
事
会
員
も
言
己
の
⑫
〔
】
、
ご
己
の
の
〔
一
・
【
①
⑫
と
呼
ば
れ
得
る

こ
と
に
気
づ
い
た
何
帝
が
、
本
法
文
で
す
目
の
⑫
［
言
①
ｍ
の
指
示
対
象

を
明
確
に
し
た
と
考
え
る
。

（
６
）
昌
巨
口
旨
の
。
日
已
ご
◎
〔
①
の
［
］
の
【
①
の
ロ
○
口
の
］
◎
己
。
ご
凶
巨
曰
四
〔
巨
円
・
の
①
弓
。
辱
の
□
巨
の
》

＆
戸
一
・
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
本
法
文
以
前
に
出
し

た
証
人
に
関
す
る
二
番
目
の
勅
法
で
は
「
安
易
に
～
し
て
は
な
ら
ぬ

二
．
口
註
Ｑ
ｌ
①
」
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
の
を
、
本
法
文
で
。
『
冒
曰
。
ご
目

と
い
う
議
論
の
余
地
を
残
さ
な
い
表
現
に
改
め
た
と
考
え
る
。
そ
し

て
、
二
目
目
昌
ご
［
と
い
う
表
現
か
ら
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

ス
帝
は
た
だ
一
人
の
証
人
に
信
が
置
か
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
望
ん

だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
証
人
が
一
人
し
か
い
な
い
場
合
は
、
そ

も
そ
も
最
初
か
ら
そ
の
証
言
を
聴
く
べ
き
で
な
い
と
し
た
、
と
考
え

る
。
こ
の
の
。
二
・
可
の
Ｓ
ｍ
の
考
え
に
従
い
、
こ
こ
で
は
【
①
の
己
目
の
一
◎

を
「
応
答
」
で
は
な
く
、
「
証
一
言
」
と
訳
し
た
。
、
〔
・
田
の
目
］
：
こ

ののｎ戸①｝〉の。ぐ・［【①の□。ご□の［の］。

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
Ｏ
Ｃ
ｑ
の
〆
弓
冨
・
□
◎
の
国
目
⑰
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

い
な
い
の
で
、
貴
官
は
、
ア
ー
フ
リ
カ
諸
州
に
お
い
て
、
一
八
歳
程

度
で
自
由
学
芸
に
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
者
た
ち
を
こ
の
学
問
へ
と
駆

（
２
）

り
立
て
る
べ
し
。
彼
ら
に
と
っ
て
こ
の
学
問
が
望
ま
し
い
も
の
と
な

る
よ
う
、
彼
ら
自
身
と
彼
ら
の
親
た
ち
が
個
々
人
に
課
さ
れ
る
の
を

（
３
）

（
４
）

常
と
す
る
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
、
学
ぶ
者
た
ち
自
身
に
し
か
る
べ
き

手
当
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
我
等
は
欲
す
る
。

オ
プ
タ
ー
ト
ウ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月

（
５
）

一
一
七
日
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
で
掲
示
す
。

（
１
）
再
｝
貝
・
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
１
）
参
照
。

（
２
）
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
可
の
ｓ
の
）
＆
ケ
・
｝
・
は
、
当
時
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ

ス
が
興
隆
し
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て
様
々
な
バ
シ
リ
カ
や
教
会
が
至
る
所
に
建

設
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
多
く
の
建
築
師
が
必
要
と
さ
れ
た
と
解
す

る
。
ま
た
、
特
に
ア
ー
フ
リ
カ
諸
州
に
建
築
師
が
求
め
ら
れ
た
理
由

は
不
明
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
ア
ー
フ
リ
カ
に
お
い
て
多
く
の
建

物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
た
め
か
、
建
築
の
才
能
が
あ
る
と
さ
れ
る

ア
ー
フ
リ
カ
の
人
々
を
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
特
権
の
付

与
を
通
じ
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
に
招
こ
う
と
し
た
た

め
で
あ
ろ
う
と
、
推
測
し
て
い
る
。

（
３
）
の
○
ｓ
○
吋
の
Ｓ
の
）
己
ロ
」
・
に
よ
れ
ば
曰
自
①
日
ロ
の
【
の
①
目
冨
の
こ
と
を

指
す
。
曰
目
①
【
：
①
Ｈ
ｍ
Ｃ
ｇ
盲
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑤
註
（
３
）
お
ょ

九
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⑭
第
一
三
巻
第
五
章
第
六
法
文

（
－
）

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
ナ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
フ
ェ
ー
リ
ー
ク
ス
に

〈
宣
示
す
〉
。

「
船
主
」
た
ち
を
以
下
の
よ
う
な
形
に
明
確
に
編
成
す
る
措
置
、

す
な
わ
ち
、
「
船
主
」
た
ち
は
、
無
秩
序
に
で
は
な
く
正
し
く
遵
守

ぴ
法
文
⑳
註
（
３
）
参
照
。

（
４
）
の
○
二
○
吋
の
Ｓ
の
》
且
戸
一
・
は
、
教
師
の
信
義
や
勤
勉
こ
そ
が
報
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
や
、
手
当
の
四
一
四
昌
目
を
受
領
す
べ
き
な
の
は
学

生
で
は
な
く
教
師
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
ロ
已
曰
の
、
の
貝
を
Ｐ
巳
ｇ
‐

８
貝
と
読
み
替
え
る
こ
と
を
主
張
し
、
手
当
を
受
け
と
る
の
は
教
師

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
他
方
、
Ｆ
８
の
一
一
①
已
・
ト
、
：
一
言
ｓ
屋
、
ミ
ミ
ご
‐

ミ
ロ
ミ
§
国
目
‐
同
言
言
閂
（
法
文
⑳
註
（
２
）
所
引
）
も
．
①
①
は
、
テ

キ
ス
ト
ど
お
り
、
学
ぶ
者
が
手
当
を
受
け
取
る
と
解
し
て
い
る
。

（
５
）
本
法
文
と
法
文
⑳
の
掲
示
日
は
、
ｍ
ｇ
ｍ
ｓ
目
・
に
従
え
ば
そ
れ
ぞ

れ
八
月
二
七
Ｈ
と
九
川
七
Ⅱ
と
な
る
が
、
二
・
日
日
の
①
Ｐ
且
す
」
・
は
、

両
者
は
同
一
年
月
日
に
掲
示
さ
れ
た
も
の
と
解
し
て
掲
示
日
の
確
定

を
避
け
て
い
る
。
の
①
①
烏
閃
侭
周
§
》
弓
・
』
田
｛
・
尹
念
①
は
両
法
文
の
掲

示
日
を
ｍ
ｓ
ｍ
ａ
目
・
通
り
と
す
る
が
、
の
⑦
の
景
畳
号
嬉
も
つ
』
あ

い
色
は
、
法
文
⑭
の
、
ｇ
の
ａ
ｇ
Ｃ
に
従
っ
て
両
法
文
と
も
に
九
Ⅱ
七

日
に
掲
示
さ
れ
た
と
解
す
る
。

法
政
史
学
第
七
十
二
号

九
四

（
２
）

さ
れ
た
順
番
で
、
長
い
航
程
を
引
き
受
け
た
り
短
い
航
程
を
果
た
し

た
り
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
措
置
は
適
切
で
あ
る
と
、
我
等
に
は
思

わ
れ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
奉
仕
が
こ
の
よ
う
に
交
替
す
る
と
い
う
軽

減
〈
措
置
〉
に
よ
っ
て
〈
「
船
主
」
〉
全
員
の
財
産
、
と
り
わ
け
弱
い

者
の
財
産
が
強
化
さ
れ
、
誰
か
が
常
に
長
く
航
行
し
て
多
く
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
平
等
で
正
当
な
労
働
が
全
員
に
課
さ

（
３
）

れ
、
報
酬
が
平
等
な
割
く
ロ
で
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
弱
い
者
た

ち
が
無
益
な
悲
嘆
を
訴
え
る
は
め
に
陥
る
べ
き
で
は
な
い
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
九
月

（
４
）

七
日
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
で
掲
示
す
。

（
１
）
句
の
言
．
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
１
）
参
照
。

（
２
）
の
自
習
の
．
本
来
Ｃ
貝
の
巨
の
は
「
行
程
」
「
旅
程
」
を
意
味
す
る
が
、
こ

こ
で
は
「
船
主
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
航
程
」
と
訳
し

た
⑪
、
（
・
○
三
・
吋
の
ｓ
の
》
四
二
」
・
》
因
・
の
罠
の
》
ご
＆
ご
記
Ｃ
蔦
（
法
文
⑳

註
（
７
）
所
引
）
》
弓
・
』
望
（
．
な
お
、
「
船
主
」
に
つ
い
て
は
法
文
⑭

註
（
２
）
参
照
。

（
３
）
の
弓
の
三
四
・
の
○
三
○
吋
の
ｓ
の
）
且
宮
・
一
・
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
印
弓
‐

の
巨
四
と
は
国
庫
に
税
と
し
て
納
め
ら
れ
る
収
穫
物
の
ロ
①
Ｑ
の
の
房
旦
の
印

の
こ
と
を
指
し
、
こ
れ
が
「
船
主
」
た
ち
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
他
方
、
の
葛
の
》
８
．
畳
・
》
弓
」
全
‐
届
ｍ
は
、
日
目
二
ｍ
と
し
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⑳
第
一
三
巻
第
五
章
第
七
法
文

同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
オ
リ
エ
ー
ン
ス
〈
管

（
１
）

区
〉
の
「
船
主
」
た
ち
に
〈
吉
川
一
示
す
〉
。

（
２
）

神
の
〈
叩
に
従
い
我
等
が
永
遠
の
名
を
与
え
た
都
市
の
便
益
の
た

め
、
以
下
の
特
権
が
汝
ら
に
授
け
ら
れ
る
べ
き
と
判
断
し
た
。
す
な

ム
、
ネ
ラ

（
３
）

わ
ち
、
す
べ
て
の
「
船
主
」
た
ち
は
、
市
民
の
負
担
や
重
荷
や
義
務

か
ら
免
除
さ
れ
る
べ
し
。
そ
し
て
、
何
か
し
ら
の
不
都
合
を
被
る
よ

て
の
航
海
の
任
に
当
た
る
「
船
主
」
組
合
の
一
員
に
対
し
て
、
徴
収

さ
れ
た
税
を
財
源
と
し
て
、
財
政
的
援
助
の
意
味
で
現
金
で
支
払
わ

れ
る
報
酬
が
印
巨
亘
昌
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
の
ｇ
の
三
四
に
直
接

一
一
一
一
口
及
す
る
法
文
と
し
て
の
罠
の
が
挙
げ
る
の
は
本
法
文
の
み
で
あ
っ

て
そ
の
実
態
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
○
・
二
・
吋
①
目
の
の

よ
う
に
⑰
ｇ
の
】
畳
を
①
己
の
Ｑ
の
の
房
＆
｝
の
、
と
解
す
べ
き
理
由
も
乏
し
い

の
で
、
本
文
の
よ
う
に
訳
し
て
お
く
。

（
４
）
掲
示
日
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑪
註
（
５
）
を
参
照
。
な
お
、

の
○
三
○
吋
①
Ｓ
ｍ
・
己
夛
」
・
は
、
名
宛
人
お
よ
び
の
弓
の
日
已
Ｃ
に
お
け
る

年
や
Ⅱ
の
記
述
を
同
じ
く
す
る
本
法
文
と
法
文
⑪
は
同
一
の
勅
法
と

み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
両
者
の
日
付
も
同
じ
だ
っ
た
と
し
て
、
い
ず
れ

か
の
日
付
が
修
正
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
０
．
口
の
凋
弓
す
の
。
□
。
⑫
国
目
の
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

う
な
諸
市
の
顕
職
に
服
す
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
も
な
ら
な
い
。
ま

（
４
）

た
、
後
見
役
の
務
め
か
ら
も
、
そ
れ
が
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
れ
、
〈
都
市
〉
政
務
官
や
州
総
督
が
課
し
た
も
の
で
あ
れ
、

（
５
）

免
除
さ
れ
る
べ
し
。
さ
ら
に
、
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
パ
ー
ピ
ウ
ス
法
の
適

用
か
ら
も
除
外
さ
れ
、
た
と
え
子
供
が
一
人
も
い
な
く
て
も
、
夫
は

妻
の
遺
一
一
一
一
口
か
ら
す
べ
て
を
獲
得
し
、
夫
の
意
思
は
ま
つ
た
き
形
で
妻

の
手
元
に
達
す
る
べ
し
。
ま
た
、
所
有
権
や
相
続
や
他
の
何
で
あ
れ

民
事
事
件
に
つ
い
て
「
船
主
」
た
ち
が
訴
え
ら
れ
た
と
き
に
は
、
我

等
の
勅
答
に
よ
っ
て
す
ら
も
特
別
な
法
廷
に
召
喚
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
「
船
主
」
た
ち
は
自
分

（
６
）

た
ち
の
法
廷
で
訴
訟
提
起
者
に
応
答
す
べ
し
。
そ
し
て
、
ア
レ
ク
サ

（
７
）

ン
ド
リ
ー
ア
船
団
の
例
に
倣
っ
て
、
〈
輸
送
す
る
〉
穀
物
の
四
パ
ー

セ
ン
ト
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
加
え
て
一
○
○
○
〈
モ
デ
ィ
ウ
ス
〉
に

つ
き
一
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
獲
得
す
べ
し
。
か
く
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て

に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
、
ま
た
自
ら
の
財
産
か
ら
ほ
と
ん
ど
何
も
支
出

す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
船
主
」
た
ち
は
熱
意
を
も
っ

て
ま
す
ま
す
海
上
輸
送
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
二

月
一
日
に
受
領
す
。

（
１
）
目
ぐ
】
２
｜
閂
】
一
○
回
目
房
・
］
○
口
の
の
》
匡
禺
・
》
己
・
缶
「
は
、
ヒ
ス
パ
ー
ニ
ア

九
五
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や
ア
ー
フ
リ
カ
の
「
船
主
」
た
ち
に
宛
て
ら
れ
た
法
文
が
他
に
確
認

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
船
主
」
組
合
は
管
区
単
位
で
編
成
さ
れ
て
い

た
と
考
え
る
。
な
お
、
「
船
主
」
と
そ
の
特
権
に
つ
い
て
は
、
法
文

⑭
、
⑪
、
⑭
、
⑳
も
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
日
亘
の
》
□
目
日
四
の
〔
の
ｇ
ｏ
ｐ
Ｃ
曰
冒
の
旨
ウ
目
〔
の
□
の
Ｃ
Ｑ
Ｃ
目
ぐ
百
口
の
・
日
す
⑰
や

四
巴
の
目
四
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
さ
れ
る
よ
う

に
、
三
一
一
一
○
年
に
開
都
し
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
を
指

し
て
い
る
。

（
３
）
の
三
一
己
曰
目
①
日
の
〔
目
①
日
の
〔
◎
す
の
①
□
已
四
・
市
民
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
法
文
⑤
註
（
３
）
、
法
文
⑳
註
（
７
）
．
、
）
。
（
旧
）
、
法
文
⑳

註
（
３
）
を
参
照
。

（
４
）
日
〔
①
一
四
・
後
見
役
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑫
註
（
４
）
、
法
文
⑲
註

（
１
）
を
参
照
。

（
５
）
一
の
二
三
四
①
〔
勺
凹
冒
・
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
一
一
一
二
○
年

の
法
文
⑭
に
よ
っ
て
、
独
身
者
や
無
子
者
に
対
す
る
ユ
ー
リ
ウ
ス
・

パ
ー
ピ
ウ
ス
法
の
様
々
な
不
利
益
を
廃
し
た
が
、
無
子
の
夫
婦
間
の

相
続
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
法
の
不
利
益
を
存
続
さ
せ
て
い
た
（
法
文
⑭

註
（
３
）
参
照
）
。
し
か
し
、
本
法
文
に
よ
っ
て
「
船
主
」
は
こ
の

不
利
益
か
ら
も
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
パ
ー

ピ
ウ
ス
法
一
般
に
つ
い
て
は
法
文
⑭
註
（
１
）
。
（
２
）
を
参
照
。

（
６
）
の
浅
目
○
二
口
閂
自
白
旨
骨
盲
目
．
⑭
目
白
ざ
日
日
・
特
別
裁
判
官
へ
の
移

送
や
特
別
な
法
廷
に
つ
い
て
は
法
文
⑬
お
よ
び
⑰
を
、
勅
答
を
用
い

た
特
別
な
法
廷
へ
の
召
喚
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
法
文
⑩
を
そ
れ
ぞ

れ
参
照
。
本
法
文
を
元
に
し
て
、
の
・
岳
・
可
①
ｓ
の
》
且
戸
一
・
は
、
民
事

法
政
史
学
第
七
十
二
号

案
件
に
限
り
「
船
主
」
た
ち
は
特
別
法
廷
へ
の
出
頭
を
要
請
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
の
所
属
す
る
地
域
の
法
廷
（
「
自
分
た
ち
の

法
廷
」
）
で
争
っ
た
と
解
釈
す
る
。

（
７
）
シ
｜
の
苗
＆
［
一
目
の
の
〔
○
一
巨
の
．
⑫
８
－
巨
の
は
通
常
、
「
航
海
」
「
船
旅
」
と

い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
が
、
「
船
団
」
の
意
味
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
の
こ
の
．
ご
ミ
ミ
記
・
蔦
（
法
文
⑳
註
（
７
）

所
引
）
》
弓
・
］
＆
‐
ｍ
は
、
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
帝
と
カ
ラ
ヵ
ッ
ラ
帝
治
下
の

碑
文
（
扇
〆
二
℃
弓
）
か
ら
食
獅
管
理
長
官
の
指
揮
下
に
「
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ー
ア
船
団
の
監
督
官
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
政
府
と
の
関
わ
り
が
強
く
う
か
が
え
る
こ
の
船
団
は
、
既

に
こ
の
時
期
か
ら
ロ
ー
マ
市
へ
の
食
糧
供
給
を
担
う
「
船
主
」
組
合

に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
、
同
様
の
船
団
名
を
伝

え
る
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
帝
治
下
の
碑
文
（
扇
琶
ご
ｃ
屋
）
や
セ
ウ
ェ
ー

ル
ス
帝
治
下
の
碑
文
（
『
国
男
巨
○
缶
）
で
、
「
輸
送
の
た
め
の
」
司
・
‐

己
、
Ｃ
目
尻
月
と
い
う
言
葉
が
併
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の

船
側
が
穀
物
輸
送
に
主
と
し
て
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と

す
る
。

な
お
帝
政
前
期
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ー
ァ
の
船
は
ロ
ー
マ
市
へ

の
穀
物
輸
送
を
担
っ
て
い
た
が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は

コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
市
へ
の
執
心
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
や

オ
リ
エ
ー
ン
ス
の
船
で
運
ば
れ
る
穀
物
を
新
都
へ
振
り
向
け
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
様
子
や
配
給
量
に
つ
い
て
は
、
の
。
§
〔
の
、
．
ｍ
涛
冒
冒
辱
‐

同
一
ミ
ロ
ミ
ミ
》
閂
巨
⑭
一
国
目
昌
一
巨
印
）
司
蔦
の
８
吾
冴
ご
ミ
ミ
》
四
缶
（
＆
・
二
・
つ
・

二
呂
宮
）
な
ど
を
参
照
。
こ
の
よ
う
な
穀
物
供
給
シ
ス
テ
ム
の
再
編
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（
附
記
）
今
回
の
担
当
者
は
、
大
清
水
裕
、
後
藤
篤
子
、
芹
澤
悟
、

田
中
創
、
樋
脇
博
敏
で
あ
る
。

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（
Ｏ
・
ロ
岡
目
可
の
Ｃ
Ｑ
。
⑫
一
目
こ
の
）
（
一
九
）
（
後
藤
）

成
が
具
体
的
に
い
つ
な
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、

Ｑ
ミ
ミ
８
菖
帛
宮
ミ
ミ
⑤
の
一
一
一
一
一
一
二
年
の
項
目
に
は
、
こ
の
年
の
五
月

一
八
日
か
ら
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
市
で
パ
ン
の
配
給
が

始
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
⑦
．

□
四
四
・
Ｐ
之
冨
⑫
§
Ｒ
ａ
壹
冒
：
ｅ
言
一
因
Ｃ
）
菖
冒
ミ
ヨ
８
｝
：
『
§
旨
昌
冒
「

言
菖
ミ
ニ
い
こ
い
臼
（
勺
昌
の
》
図
己
＆
」
①
、
←
）
》
弓
・
田
○
‐
、
仁
を
参
照
。

（
未
完
）
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